
令和４年８月23日 第２回武蔵野市気候市民会議 討議テーマ「モノを買う、使う、手放す」

追加意見（会議後アンケートより）

なるべくもの
を消費しない
生活スタイル

再生ほんとう
にいいのか？
疑問のあるも
のも多い

ごみ（使わな
くなった時）、
環境に優しい
ものを買う

労働時間の
短縮、精神
的に豊か

労働が減ら
して豊かな
くらし

国産か
輸入品か

輸入品か
国産か

発展途上
国のこと
を考える
必要

高くても
国内でお
金を回す

国内産業
活性化

構造主義
の打開

トレーサビリティ
（生産地へのこだ
わり）
⇒エシカル消費
（チョコレート）

国内資源が生か
せるものは活用

医薬品とかは輸
入も必要

生産国の雇
用状況・労
働環境が変
容する

貧困対策
日本、世界

戦争・紛争
の抑止

家電
・
電力

電力
どこから購
入するか
会社の情報

家電はなる
べくシンプ
ルなもの
（こわれに
くいもの）
を買う

電源が化石
燃料の電力
会社が倒産
する

バイオマス
も国産を使
うべき

山も生か
される

⾧く使え
るものを

安すぎてすぐ
壊れるような、
品質の良くな
いモノは買わ
ない

価格は高くても良い
修理のできるもの
修理する人が●でき
る

耐久性のある
もの
労働時間で短
くできる

⾧く使うこと
ができるか
耐久性

プラごみ
削減

「プラスチッ
クが最も少な
い包装」とい
う視点

食品トレイや
過剰包装文化
がすたれる

服を買う、
使う

「10年持つかどう
か」という視点
（ファッション）

洋服など、
大事に着て
⾧く着る

お下がり、古着、
ヴァージン製品で
はないもの

服を縫って
使う（と愛
着がわく）

金融商品と
してCO2や
ビットコイ
ンの問題

アプリの活用
（メルカリ）
ファッション
（Let TABETE）
フードロス低
減etc.

ファースト
ファッション
企業がすたれ、
メルカリ等が
伸びる

食品ロス

食品も適
切な量を
使う

食品ロ
ス出さ
ない！

消費期限の短
いものを買う

期限によって
価格変動性に

スマホでQR
コードなどで
わかるように

分別サイクル

できるところ
まで分別する

or
リサイクルで
きるか考慮

リサイクル
ショップに
出して、ご
み出さない

ごみが減
り、温暖
化を減ら
す

生ごみ削減

コンポスト
⇒野菜に
なって返っ
てくる

生ごみ
リサイ
クル

でも、電力
を使うのは
どうか？

回収方法
むさしのエコボ

「サーマルリサイク
ル」というワナ
（“プラスチック”と
いう分別は雑すぎ）

ごみ回収パター
ン変化による
ナッジ（行動変
容促し）

手放す
武蔵野ク
リーンセン
ターを活用

①既にある
DBO方式を利
用
②既にある
「むさしのエ
コボ」は廃止

③ごみ収集日空
いている月の第
2第4木曜を利用
④「むさしのエ
コボ」の対象外
はそのまま

買う前に考
える Aグループ
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選ぶ

企業の5Sは参
考になる
整理、整頓、清
掃、清潔、躾

使っている物
今後使わないと
思われるものを選
別する（自分
で）本当に必要かど

うか見直す

物を選ぶ際は、
置き場を考えて
から購入する

シンプルライフは
必要に迫られれ
ば意外に簡単
単身赴任の経験

日本人はも
ともと、大き
な物を作らな
い
家でなくした
物を見つけ
やすくする

食文化の
見直し

動物性以外の
食べ物の選択
肢を増やす

買う

売る側の
仕組み

量り売り
を普及さ
せる

包装の処分
にかかる費用
を販売店に
払わせる

プラスチック容
器を使わない
ようにする
（社会・地域
で）

例えば、個
包装の袋
…処分費

武蔵野市で変
化した事を、
SNSとか、ユー
チューブに流し
て、トレンドにす
る

条例を作る
包装に対して
のコスト意識
包装するかどう
か選べるデ
パート、スー
パー、コンビニ
がある

リサイクルを進
める事で、ある
程度カバーで
きる

生活が豊か
で便利にな
る

よく比較す
る

Q:ものやサービ
スを買うとき
A:よく考えて買
う

費用

で選ぶ

コスパ重視

品質

で選ぶ

欲しいもの下
調べをする
＜品質＞

商品や
メーカーを
決めておく

性能 で選ぶ

「流行」に合わせる
のではなく壊れたや
性能など「物」に
フォーカスを当てて
買う前は考える

使いこなせる性
能の物を買う

「買う」ことの影
響の可視化を
企業がふえると
いい?

少しずつ量り
売りできるお店
も増えている

プラスチックを
燃やすことも、
他のごみの可
燃に、役に
立っている

プラほと
んど燃や
されて
る!

容器のリ
ユース使う

包装、プラ、選
べる様に、武蔵
野市でチャレン
ジしてほしい

包装
食品ロスに
つながる

買い物をする
頻度が下がる

経済的には
伸びない方
向になってし
まうのでは?

買う前に下調べをする
ことで、無駄なものを買
わなくなる

⇓
より企業がコスパUPに
フォーカスしてくれる

個人や企業の意
識が高くなる

シンプルライフを進めれば、産業構
造が変わる。省資源が進む。

それをやるとどん
ないいこと?どん
な影響?

自分で
みんなでで
きること?

技術の進歩
も考えていく
必要ある

企業も今賭
けに出てい
る!

みんなのラ
イフスタイル
を変える

ライフスタイルを変え
るのは大変だけど、
上手くいけばそれが
常識となって次世
代につながる

地産地消
吉祥寺の
街を自分
の足で歩く

身心共に健
康になる

手放し方

最後まで使
い切る
衣類etc.

3/2ルール
手放すルール

不要物品
を他の方に
ゆずる（職
場内で）

綺麗なもの
を手放すとき
は人にゆず
れないか考
える

物の修理を
再購入より
安くする

生ごみをた
いひにする
（自分で）

今までに
なかった働
く機会が
創造され
る

肥料の輸入
量を減らす

こっちになると…
こっちにシフトできるか!?

使い切り

手放す

ゆずる

直す

別のものに作りかえる

Bグループ

各グループの主な討議ポイントは個人の「やれること」に大変偏って
いたと感じました。これは武蔵野市が決める、武蔵野市でやれるこ
とを討議する会議ではありませんか。この課題はあまりにも大きすぎ
て協同アクションがなければ解決できません。個人のリサイクルやメ
ルカリ転売を討議しても意味ないと感じました。

プラスチックの処理に関し、焼却炉の溶隔
炉の件で知らない方が多いので、広報をお
願いしたい。
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多くの人が
意識するの
が難しい

無知

資本主義

社会構造

消費選択行動

買い物袋持参

社会構造を変
化させる

再利用できる
ものを買う

包装の少
ないもの

2050年にCO2
ゼロは困難
行動は努力目
標をすべき（買
い物袋を持参）

頑丈なもの

エコマーク付きの
商品を買う

量より質

燃費の良い
車を買う

省エネ性能
の高いもの

消費行動が変
化する

⾧持ちする社会

高いものしか
売ってない

デザインがダサい

地元の商品の価値
があがるブランド力

地元で必要
なものを手
に入れる

専門店で買う

まちづくり

高くつくこともある

自分の住んでいる
地域の特産品・特
性が分かる

生産者を支えるこ
とができる

いつでも必要なも
のが手に入るとは
かぎらない

食品ロスの削減

無駄が出ない、
出さない

地産地消

手前から取る
（生産者）個人の
力では限界がある?

人間の活動量減らす

生協のような
ものに入る

消費が減る

賃金下降、景気低迷

物が売れなくなる

必要な量だけ生産

社会が変わる

中古品で済むも
のは済ませる ダサく生きる

何個でいくら!何
個で無料にまどわ
されない（必要な
いものを無理して
買っているかも）

無駄遣いをしない

断費の日

無人化
（レジの）

必要なものだけ買う

必要な量を事前
に検討して買う

日本経済低成⾧

結局スーパーに
行ってしまう

個人店より大型店の方が
便利（キャッシュレスなど）

理想 現実 ギャップ

買わずにシェア

ものが減ってすっきり

需要の内容が変わる

CO2を吸収す
る商品を企業
に要求する

理想あるけど
CO2なかな
か減らず

CO2が減る

CO2削減温暖化
を防ぐ

インセンティブ
がない

断捨離の日

ダイエット
サイズダウン
少食

ムーバスEV化

面倒くさいことをする

面倒
使わない

不便を楽しむ

断食の日
大切に使う

何でも再利用できるわけ
ではない（いらないものが
全て売れない）

ごみの削減を意
識する人はそん
なに多くない消費が気

候変動に
影響する
事を認識
する

リサイクル商
品を購入す
る リサイクル

ごみが減る

ごみ処理
場不要

ごみが減る

欲しいものを
気軽に手に
入れられる

人の和が広がる

欲しいもの
が安価で手
に入る

買うより
経費が
安くなる

ごみ処理場
なくなる

捨てずにゆず
る（リサイクル
センターの復
活）

使わない・いらなく
なったものを人にゆ
ずる

メルカリ

フリマアプリ
を活用する

フリーマーケッ
トの復活

シェアする
（車?
）

本は売らずに
交換する

やっている場所が
少ない・ない（お
金にならな
い?）

おもちゃの「とり
かえっこ」のよう
な場所をふや
す

こまめに
整理がで
きる

分別して
すてる

何でもかんでもすぐ
に捨てない（本当
にもう使えないの
か）ロス食品

の再活用 捨てる前に考える

家がきれい
になる

消費しても大丈夫な環境を作る
（市政次第）

ごみを最少限にする

シェアする

リサイクルする

武蔵野市気候市民会議第二回 CグループCグループ

買うものを最小限にする

商品の選び方を変える

買う場所や買い方を変える

消費（消耗）を最小限にする

手放す使う買う

一番重要となる効果
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永く使える物を
買う
服、家財など

耐久財は永く
使える質の良
いものを!

器材は使いや
すく（不器用
なので）、⾧く
もつ物を選ぶ

すぐにすてず直
して使う

壊れたもの
は修理する
努力をする

無駄が少
なくなる 地元に経

済効果を
もたらす

地産地消
・輸送を減らす
・新鮮

食べるものはやは
り安全性
どのように作られた
か?（そして価
格）

食品は少量でもお
いしいものを!

農地を残す

食品
旬の食材を買う

食品
安全、添加物
入っていないか
何を作るか考えて
買う

気に入った物
大切に使うので
そこも考えて選ぶ

流行を追うよりも
オーソドックスなもの
を!（衣類）

服
自分に合っているか
⾧く着ることができるか

衣服なら皮膚
が弱いので素材
をみながら

買ったものは使う

使えるけどいらない
ものは人にあげる
（リユース）

不用となったものは
必要な人へ
（ミューへ）

今必要かどうか見
極める
必要ないものは何
に使えるか考える

Needs
と

Wants
を悩んで

Shareやリサイ
クルの仕組みを
活用する

手放す時、使え
るものはバザーな
どに寄付。使えな
いもの（布）はそ
うじで使い切る

作られた過程
を知る

エコな活動を出
来る場を作る
みんなでやる

市の活動に
協力する

市の取組
を知る

ECOに配慮した商
品をえらぶ・えらび
たい

⇓
でもどれだがわかり
にくい…

市のとりく
みの見える
化

コミュニティを
活用する

一人一人が自分
で出来ることを理
解し実行する

環境と私生活の
バランスを大切
にする

自分の手元に
今何があるのか
把握する

大量消費をあお
るCMにまどわされ
ない価値観を育
てる教育

シンプルな暮らし
方をする

ペットボトルをリ
サイクルに出す

使い方

食
服

リユース

場

Dグループ

食品やお弁当の配給に並ぶ人々は排除されています。経済的に苦しくても、例えばルッ
キズムへの過剰な情報で煽って、無駄な買い物をさせる利潤追求企業もあります。女
性がエコを考え購入するモノを選びたくても、考えようとしない男性の意向が優先する、
ルッキズムも含めジェンダー平等のシステムに変わらないと厳しい現実があります。

モノに限らずエコな生活をコマゴマと工夫していますが、置かれた状況により誰もができるわけでなく、私も
体が不自由になれば無理。しかし地球はすでに火事、気候崩壊という状況との世界的認識がある中、
この気候市民会議開催の意義は解っているつもりですが、個人の努力には限界があることをベースとして
確認する必要があると思います。
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オーガニックの食
品etcを選ぶニーズが変

わる、企業
が変わる

フェアトレード食
品・服を選ぶ

CO2を考え
てみる（買
うときも）

CSRがはっ
きりしている
企業を選ぶ

DIYの力が
身につく

食べきれる
量の購入

量が少ないも
の調味料とか

天然を食
べることで
生態等を
守る

健康維持

生活がシ
ンプルに

農業用ハウス、
養殖等の不購
入

なるべく買わ
ない吟味

フットプリン
トをおさえ
る

エコバッグに入る
範囲で買い物す
る

すぐたべる時は
賞味期限が近
いもの

リペアできる
物を買う

コスパの
良いもの

あきのこない
デザインのも
のを買う

よごれやすい服は
安いのを買う
白い服とか

せつやく
大きなものは
買わない

スモールワールド
（身のたけにあっ
たもので） なるべく無駄にな

らないもの

時間を決めて
買い物する

高くても良いもの⾧く
使えるもの

生産過程が
わかる企業

地元のもの
実家のもの
野菜しか

廃棄物の少な
いものを買う

計画的に
食品を買う

上場していれ
ばESG投資の
きっかけに

虫食い野菜がバ
カ売れする未来

バラ売り
量り売り
を選ぶ

買う人が
わかる環
境対策

物の価値
の透明化
見える化

企業に声を
届ける!

課題?
消費者
教育の充実
20代～

繰り返し使え
るもの

ごみが減る

市民の政治参加
投票率UP
政治家に声を届ける

企業、民間に
メッセージする!

市民と行政で
垣根をこえる

友達のをまず
借りてみるシェアリング

友達の趣
味を知れる

壊れるまで
使う

おさがり

定期的に
断捨離

出来れ
ば畑で野
菜を作る

家庭菜
園

楽しい

車より自転車

事故になった
時のけがのリ
スクが高そう

「ん!?これって
企業戦略?」を
大事にする

⾧く使え
るもの

図書館に行く

必要ないもの
を知れる
買わなくなる

人にあげる
なるべく使っても
らう

土に触れる
（ストレス解
消）

販売期
限の延
⾧

修理部品の保
存期限の延⾧

SNSの効果に
振り回されない

疑う
クリティカル
シンキング

（本とか）セカ
ンダリーだと製作
者に印税が入ら
ない

感謝の気持ちを
持てる

歴史を感
じられる

生ごみ減
土がよくなる

コンポスト

寄付

できあい品
より冷凍食
品を選ぶ

プラごみも食ロ
スも減らせる

フードドライ
ブバンク

不要なものはリ
サイクルショップ

or
友達にあげるリサイクル

ショップに行く

つくる常識
を変える

「これでいい
じゃん!」を
発信する!

捨てても夢
ある社会

武蔵野市の家計
をみて計画する

手放す時

使う時

買う時

物はそれにまつわる人の歴史とも深く関わっている。
そのため「歴史を捨てる」魔法の言葉はなかなかないか
なと思う。

Eグループ
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物の買い方を変えていくことについて、意識が高い方については既に実
践しているが、世の中の大多数が参画していくためには、政策的な対
応（自然に対して影響のある商品の販売禁止や税制を不利に変更
する）が必要になってくると考える。

古着等で見られるサーキュラーエコノミーを考えた時、今
一番足りなく、そしてインパクトがあるのは住宅分野なの
ではないか。新築至上主義から脱却し、中古住宅に手
を入れて⾧く住む(ヨーロッパの様な)行動が求められる。

Fグループ

モノを買う

使う 手放す

環境によい商品
（マーク）を選ぶ

過剰に食料品
を買わない

ゴミがでないモノ
をえらぶ

食品ー賞味期限
の近いものを買う

過包装はさける

⾧く使えるモノ
をえらぶ

物の購入を減
らして、ゴミの
量を減らす

無くなったら買う。
買いだめしすぎな
い。

国産の農産物を
優先して買う

近所のお店で
購入する

スペースに価
値を見い出す

パンフ、資料は
もらわない

安全なものを

シンプルなものを
買う

分別しにくいモ
ノを買わない

買う時にリサイ
クルを考える

100均の商品
を買う

捨てる時に分
別出来る物を
買う

マイバッグ
マイボトル

省エネ家電を
えらぶ

自分でつくる
（家庭菜園）
（さいほう）

はかり売り
容器持ち込み

寿命を考えて

丁寧に使う
マイクロプラス
チックが含まれ
る商品を買わ
ない

“便利”に勝る価値があれば、選択が変わる

意識だけでは動かない

紙の消費が減って木の伐採を
少なく出来る

物流によるCO2が
減る

・便利
・顔なじみになれる
（サービス↑）

コストかかる

海洋汚染を
減らすことが
出来る

脱プラスチック

家庭から出るごみを減らせる

原産国を意識

こわれたら修理
して使う

再利用する
（人からもら
う・買う）

Tシャツ⇒雑巾
など、他の使い方

愛着がわく

入れ替えを
ベースに

シェアする

フリマ・メルカリで手放す
（ごみにしない）

生ごみはコンポスト…?分別して捨てる

お金になる

新しい社会のつながり

廻１使い
をする

リサイクルどこま
でできるのか

リサイクルポストへ
（衣類・電池・インクなど）

考えて選ぶ・エシカル消費

プラ削減地産地消

食品ロス

ごみ減量・安くなる
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環境負荷が
少ないように
心掛ける
（分解等）

分解して
捨てる

ルールを
守って廃
棄する

古本屋
を利用

リサイクル/
リユースを
心掛ける

ごみ出し
のルール
に従う

リサイクルに
協力する

ごみ出しルー
ルに適合する

昔のことを思
いだせる

物が増えす
ぎない快適
な生活

リユース制度

リサイクル・
リユースの
ハードルを
下げる ⾧く使うう

ちに愛着
がわく

火事が減る

再利用する
（リユース）

古くなった
服は部屋
着に

買った服
を家族で
共有する

武蔵野市
のエコボの
推奨

エコボが実
は知られて
いない

家の前にお
いておくと
持って行っ
てもらえる

武蔵野市
はごみ分別
が詳しい

お金もらっ
てなくてもプ
ラスに感じ
る

協力者が
増えれば制
度化できる

節電、省エネに心が
けて使用する

メンテナンスを定
期的に行う

⾧く使用
する

使用方法を
適正に!

物を⾧く
使える
⇒eco

買った物に
愛着がわく

他の消費
者も買いた
い物を買え
る
フードロスを
減らす

エネルギー資源
を節約できる

大型家電は
定期的に買
い換える

ものをもた
ない

管理できる
範囲で物を
持つ

ものをシェア
する

シェアするも
のの範囲を
広げる

本当に必要
か考える

10年後使って
いるイメージの
湧くものを買う

ごみを減ら
せる

他人に強
要しない

すぐ食べる
ものは消費
期限を気に
しない

賞味期限
内に食べら
れる分だけ
買う

自分の満
足度の高
いもの

公益に
付与する
もの

みんなの役
に立つ

配慮しない
と周りの目
が気になる

マイボトル

ペットボトル
より缶や水
筒で飲み
物を飲む

価格の
安い物

品質の
良いもの

安全な
もの

環境に配
慮した商品
をえらぶ

環境を
守れる

節電、省エ
ネ性能の高
い物を買う

容器包装
にこだわる

プラスチック
削減（環
境にやさし
い）

衝動買い
は控えめ
にする

迷ったらき
にいった
物を買う

家計に
優しい

お金が
節約で
きる

包装のシン
プルなもの/
ないものを
買う

ファストファッションで安く服を購入できることで
洋服のロスは増えていないか、また、フードデリ
バリーサービスに伴うゴミの増加についても考
えてみたいです。

Gグループ

地方自治体がリサイクル／リユースをリードする場
合、受け入れへのハードルを下げる必要があると
思います。 （武蔵野市のエコボが例として討議
で上がりました。）

手放す

使う

買う
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ミニマリスト化
を目指す
⇒所持品の数
を見直す

安いから買うを
やめる

食品の産地
（国・地域）
にこだわる

人件費にも
しっかり金を使
おう

物を保有する
目標年数を決
める

消費選択行
動が出来るの
は経済的余
裕による…

想像力をもつ
カーボンフットプリ
ント
ごみになるか?

Made in 
Japanの製品
を積極的に選
ぶ

フェアトレード
かどうかを考え
て買う

脳がよろこぶ消費
⇓

心がよろこぶ消費

企業の
ESG/SDGsへの姿
勢をみたうえで買い
物を判断

野菜は全て食
べられる、野菜
をすてない

自炊をする
まとめ買いをし
ない、その度
買う

食べ物を余ら
せず料理でき
るように

ごみの削減

捨てるまでの
見通しをつけ
て買い物をす
るようになる

ペットボトルを
買わない
水筒を持ち歩
く

ムリのないこと
続けられる行動

続けることで積み
重ねられる

周りの人
友達、家族
への影響

日本の一
次産業がも
りあがる
…?
地域活性
化

企業の社会・環境・
経済への姿勢が変
わっていく
（大量生産思考な
ど）

いい物にしっか
り金を払うと資
源消費がへる

安物買いは
SDGs失い

フェアトレード
は経済の質を
変える

行動変容に
は納得感を
お得感

B-corp
等の認知

ESG投資と
市民が支持
しつづける

フェアトレードに対して武蔵野市がリーダーシップを発揮すればインパクトが大きいと考
えた。それは、「短期的利益を最大にするために，生態系及び人間社会を地球規
模で最も効率的に使うというグローバル経済のあり方、市場経済のあり方」を「まず、
人間を尊重し、公共財を尊重する（市場）経済の在り方」に転換して行こうとする
運動だと思い当たったからです。子供を労働力としてではなく教育の対象と考えられる
ような収入と環境への気付きは、発展途上国の人口増加を鈍化させ、世界のCO2
の排出削減や、適応策へのモティベーションを高めると思う。

Hグループ

何をどう買うか

家族で取り
組めるよう
になる

継続するうえで

他者と一緒に

認証制度など
で客観的に、
より大きな枠組
みで

海外製品に対するフェアトレードと併せて、国
内の「地方創成」や「新しい産業、環境にやさ
しい産業の創生」などのクリエイティブなものづく
り、起業を応援する消費運動、例えば「フォー
クリエイト（For Create）」というような運動
を武蔵野市から起こしてはどうか。

フェアトレードやフォークリエイトの経済効果や気候変動などの環境
への影響の良いところは、「同じ消費額を支払うと、GDPは下げず
に経済の質を良くし、資源の消費や温室効果ガスの発生量が少
なくなる」ことです。「脳のドーパミンに支配されるのではなく、頭と心
を活性化させる消費」ということができます。
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オンライン
αグループ
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オンライン
βグループ

マイボトルやマイ箸、ものの譲り合いに関して。その
波及効果について、ものを大事にするとか人と繋が
りができるとか定性的な効果ではなく、定量的な
効果がどこまであるのかが見えづらい。

ゴミ箱の大きさを小さくすると排出するゴミ
の量に気遣い、波及効果としてゴミ箱で
場所を取らなくなる。


